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若手リーダー研修（OJT指導・後輩育成）

ねらい

後輩育成を担う若手リーダーが、OJTの基本と指導ステップを理解し、指導者としての
役割を明確にすることをねらいとします。アイメッセージによる「伝える力」、傾聴による「聴
く力」、承認と質問を軸としたコーチングを実践形式で習得し、後輩の自発的な行動を
引き出す関わり方を身につけます。全4回を通じてアクションプランを作成・実践・振り返
り、最終回の発表で学びを職場の行動変容へつなげます。

対象 若手リーダー層（OJT指導・後輩育成を担う方）

所要時間 4時間 × 全4回（合計16時間）

担当講師

プログラム 項目 手法

①OJT指導と
後輩育成

・OJTとは、指導のポイント
・指導の4ステップと関わり方
・アクションプランの作成

講義
ワーク
グループ討議

②コミュニケーション
能力向上

・アイメッセージで伝える
・後輩の悩みに向き合う
・アクションプラン振り返り

講義
ロールプレイ
ワーク

③コーチング
・コーチングとティーチング
・承認と質問の実践
・アクションプラン振り返り

講義
ロールプレイ
討議

④アクションプラン
全体総括

・アクションプランの総括
・プレゼンテーションの実施

個人ワーク
発表
討議

※プログラムや項目は、貴社と打ち合わせしながら、変更してまいります。

【プログラム例】



【概要】 

1 OJT指導と後輩育成

■ OJTの目的と、指導者に求められる役割を整理
■ 「やってみせる→やらせてみる」指導4ステップの確認
■ 職場で実践するアクションプランの作成

2 コミュニケーション能力向上

■ アイメッセージで責めずに要望を伝える練習
■ 傾聴・受容・共感で後輩の悩みに向き合う聴き方
■ アクションプランの振り返りと相互フィードバック

3 コーチング

■ ティーチングとコーチングの違いと使い分け
■ 「承認」と「質問」を軸としたコーチングの実践
■ アクションプランの進捗確認と行動の修正

4 アクションプラン全体総括

■ 全4回で実践したアクションプランの成果総括
■ 一人ひとりによるプレゼンテーションの実施
■ 今後の後輩育成に向けた実践宣言と相互共有
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